
ＪＲ東海労ニュース
福知山線脱線事故の裁判はじまる！
2005年４月、乗客と乗務員の107人が死亡したＪＲ福知山線脱線

事故で、業務上過失致死傷罪で在宅起訴されたＪＲ西日本の山崎

正夫前社長の初公判が神戸地裁ではじまりました。

注目された起訴事実の認否を山崎被告は「私は無罪です」と述

べ、事故の予見可能性などを全面的に否認し無罪を主張しました。

私たちは、このような山崎前社長・経営陣の姿勢に憤りを禁じ

得ません。絶対に許すわけにはいきません。営利を優先し、安全

設備に対する投資（ＡＴＳ設置）を怠ってきた責任や、労務管理

を優先してきた企業体質が重大事故に繋がったことなど、事実が

法廷の場で明らかにされなければならないと思っています。

裁判における争点
・検察側

・山崎社長側

・付け替えで現場はＪＲ西管内で最も危険なカーブにな

った。

・同月にはＪＲ函館線のカーブ（半径300メートル）で貨

物列車の脱線事故があり、鉄道本部内の会議で自動列

車停止装置（ＡＴＳ）があれば防げたと報告された。

・東西線開通に伴うダイヤ改正で、高速の快速電車が１

日34本から94本に増えたとし、山崎被告はカーブの危

険性を認識できたのにＡＴＳの整備の指示を怠った。

・半径300メートル以下のカーブはＪＲ西管内に4000か所

以上あり、現場が危険と進言する部下らもいなかった。

・函館線事故は居眠り運転が原因で、国の通達にＡＴＳ

整備の指示はなく、鉄道本部内の会議でも整備は議論

されなかった。

・付け替え後、63万本以上が通過したが、トラブルはな

く、ダイヤが過密になっても危険性が高まるとは言え

ない。

№１５０６

２０１０年 １２月２２日

ＪＲ東海労働組合

Ｊ
Ｒ
西
日
本
・
山
崎
前
社
長
は

！

無
罪
主
張




